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1. はじめに 

都市内の植生は，都市環境を評価するに当たり重

要な役割を担っており，都市環境水準を評価する上

で分布状況を正確に把握することは重要である．近

年，高分解能衛星の運用が続々と開始されており，

これまでよりも高い精度での植生判読・抽出が可能

になってきた． 

これまで，森林部などの密集した植生を抽出する

ためのオブジェクト指向によるセグメンテーション

を用いた画像分類やピクセルベースによる画像分類

手法，画像間演算処理方法について様々な検討が加

えられてきている．しかし，過密した都市内での植

生に対するオブジェクト指向によるセグメンテーシ

ョンを用いた画像分類手法についての評価はまだ十

分と行われていない． 

本研究では，8つの波長帯を持つ高分解能衛星

WorldView-2衛星画像データを用いて，これまでに提

案されているオブジェクト指向分類手法による都市

内緑地公園の植生分類および抽出特性について比較

検討を行った． 

 

2. 研究方法 

2.1 テストサイト 

 東京都心部に植生が多数存在する緑地公園として，

日比谷公園をテストサイトとして設定した． 

2.2 使用データ 

 植生の繁茂が顕著となる夏季の 2011年 7月 11日

に 8 バンドのマルチスペクトル画像を観測する

WorldView-2衛星によって撮影されたデータを使用

した．前処理として，ATCORアルゴリズムによる 1)

大気補正処理と地表面反射率への変換処理を施した． 

2.3 解析手法 

 多バンドによる衛星画像データに対して，画像に

セグメンテーションを施しオブジェクト化後，画像 
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にセグメンテーションを施しオブジェクト化後，オ

ブジェクト指向分類(KNN 法，SVM法，Bayes法，

Decision tree法，Random trees法)を行い，それぞれの

分類・抽出特性を比較した．オブジェクト指向分類

は，G.J.Hay ら 2）によって提唱されている

multiresolution segmentation 法によって画像に対して

セグメンテーションを行った．セグメンテーション

のパラメータは，初期的な数値としてスケールパラ

メータが 10，shape指数が 0.1，compactness指数が

0.5を今回検討の対象とした．セグメンテーション後，

オブジェクト単位での各分類手法による各セグメン

トの分類を行った．ここでの使用統計量としては，

各オブジェクト単位での各バンドの地表面反射率の

平均値および標準偏差である．トレーニングデータ

は，画像判読による植生の緑の濃淡差から立木の違

いと芝生で選定し，5種類で設定した．また，比較の

ためピクセルベースでの最尤分類法とk-meanクラス

タリングも実施した．最尤分類法では，トレーニン

グデータを目視判読により，植生の緑の濃淡差で 5

種類に分類した．また，クラスタリング分類手法は，

項目数を32項目に設定し分類後に項目のまとめ上げ

を行った． 

 

3. 研究結果及び考察 

3.1 分類結果の特徴について 
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凡例 

図-1(c) Bayes法 図-1(d) Decision tree法 

図-1(e) Random trees法 

図-2(a) 最尤分類法 図-2(b) K-means法 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 オブジェクト指向による各分類結果 

KNN 法は，全体的に良好に抽出されており，立木

と芝生が比較的良好に分類される傾向が示された．

緑の濃淡差でトレーニングデータを作成しているこ

とから，立木でも違いを表しながら分類する傾向が

示された．SVM法は，細かい箇所での抽出が多少の

違いがあるが，KNN 法と同様な結果が得られた．

Bayes 法は，密集した植生抽出としては良好に抽出し

ているが，街路樹などの小規模な植生の抽出は困難

な傾向が示された．Decision tree法では，植生抽出が

困難な結果が得られ，誤差が生じている傾向が示さ

れた．Random trees法では，密集した植生の抽出は良

好に行われているが，街路樹などの小規模な植生は

ところどころ抽出されておらず，ビルなどの構造物

が誤って抽出される傾向が示された． 

3.2 オブジェクト指向分類と従来の分類方法の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 ピクセルベースによる各分類結果 

 ピクセルベースでの最尤分類法は，比較的良好に

抽出されており，立木は緑の濃淡差で違いを表しな

がら分類している傾向が得られた．クラスタリング

分類処理手法の K-means法では，良好に抽出がされ

ているが，芝・立木を個々に分類することは困難で

あること示された．オブジェクト指向による各分類

手法は，ピクセルベースでの分類手法と比較をする

と，ピクセルベースでの分類手法では芝・立木の分

類が困難であるが，オブジェクト指向による各分類

手法では，良好に分類する傾向が示された．オブジ

ェクト指向分類では，植生の分布形態の違いによっ

てセグメンテーションが施されていることから，領

域内に存在している植生ごとにトレーニングデータ

の設定が容易であることだと考察される． 

3.3 各分類結果の比較検討について 

 今回の比較検討によって， 都市内の密集した植生

や街路樹などの小規模な植生に対して，KNN 法，

SVM法の両者が最も効果的かつ良好に分類する傾

向が得られた．Bayes法は，街路樹などの小規模な植

生に対しての抽出が困難な傾向が示された．Decision 

tree法は，植生抽出が困難で，誤差が生じている傾向

が示され，Random trees法は，植生抽出はできている

が，構造物などが誤抽出される傾向が示された．都

市内の密集した植生，小規模植生を分類・抽出する

に際し，KNN 法，SVM法が最も有効的であると考

察される． 

 

4. おわりに 

 今回は，都市内植生に対してオブジェクト指向分

類の各手法の特徴が評価された．今後は、より詳細

な現地調査と比較検討を進める予定である．また，

セグメンテーション設定の検討と分類精度向上を行

い，都市環境評価のための植生分布の評価方法の新

たな提案のための検討を予定している． 
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